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資 　料
市販飲料類のナトリウム，カリウム，カルシウムおよび
マグネシウム含有量の実態について
武政睦子   　角田佳代  　藤井俊子 
緒 言
世紀における国民健康づくり運動「健康日本」
では適正な栄養素（食物）を摂取するための行動目
標について，		年までに食塩摂取量の減少とカル
シウム摂取量の増加，また循環器病予防のためカリ
ウム摂取量の増加などが掲げられている ．
また，厚生労働省が 
年ごとに実施している「患
者調査」の平成年調査報告によると，高血圧の総
患者数（継続的な治療を受けていると推測される患
者数）は，			人と報告 されている．高血
圧症の予防および治療の両面において，食事摂取に
よる影響は大きく，減塩の程度と降圧度の間には
相関関係が認められ ，減塩  日あたり高血圧者
の収縮期血圧は  低下すると考えられてい
る．カリウム，マグネシウムおよびカルシウムな
どのミネラルは，ナトリウムとは逆に摂取量と血圧
値の間に負の相関があることが報告されており，ミ
ネラルと生活習慣病との関係が明らかになってきて
いる ．
最近の日本人の食生活の推移をみると，市販飲料
の利用は著しく増加し，例えば，ミネラルウォーター
類は		年で億円の売上高があり，緑茶飲
料量は			年に対し		年は 倍以上に増加してい
る	と報告されている．また，国民健康・栄養調査
（旧国民栄養調査）結果 
   によると，嗜好飲料の
摂取量は年から年の年間に約倍に増
加し，		年から		年の 
年間にアルコールを除
く嗜好飲料の摂取量が約倍に急増している．
一方，販売に供する「栄養表示」制度は，健康増
進法に基づいて実施される自己認証の制度であり厚
生労働省が定める表示基準に従って表示することに
なっている．表示事項は，エネルギー・たんぱく質・
脂質・炭水化物・ナトリウムの つの基本的項目が
義務付けられているにすぎないため，消費者は食品
中の各ミネラル濃度の情報を食品表示によって得る
ことはできない．
したがって，国民の摂取量が年々増加している市
販飲料類のミネラル含有量を的確に把握することは
重要である．
そこで本研究では，乳飲料	品目，野菜飲料	品
目，スポーツ飲料品目および茶飲料	品目の市販
飲料と，茶葉品目およびコーヒー豆 品目の浸出
液についてナトリウム（），カリウム（），カル
シウム（）およびマグネシウム（）の含有
量を高速液体クロマトグラフ法（ !"
#$%& '(：)#）を用いて同時測
定した．さらに，市販飲料中のミネラル濃度の実測
値と容器上の表示値とを比較し，若干の知見が得ら
れたので報告する．
方 法
 ．分析装置と分析条件
試薬・分析装置および分析条件を以下に示した．
　 ）分析装置
高速液体クロマトグラフ（島津製作所（株）製），
検出器：*)+	,-，送液ポンプ：#	,&-，脱
気装置：+./,，カラムオーブン：0		,-，
データ処理機：ワークステーシヨン（#,**#	），
オートインジェクター：*1#	,+-，コミュニケー
ションバスモジュール：2	,，分析カラム：
0* *% 1'!（内径：，長さ：
	!；03*	製）を用いた．
　）分析条件
測定温度：	Æ，測定波長：
	!，注入量：	 #，
流速：	#!で行った．
．試料および分析試料調整法
試料は乳飲料	品目，野菜飲料	品目，スポーツ
飲料品目，茶飲料	品目，茶葉浸出液品目およ
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びコーヒー浸出液 品目を用いた．
　 ）乳飲料（表 ）
試料飲料	と超純水	をビーカーにとり，
 4酢酸で に調整したのち，遠心分離（
	，
	!， Æ）した．上清を濾紙（ワットマン， ，
以下濾紙はすべてこれを用いた）で濾過し，濾液を
		 採取し，超純水で	に希釈した．これをメ
ンブランフィルター（+1*1，,+ ,05
製	 ，以下濾過はすべてこれを用いた）で濾過
し，分析に用いた．
　）野菜飲料（表 ）
試料飲料を遠心分離（
	，	!， Æ）し，
上清を濾紙で濾過した後，濾液を  採取し，超
純水で	に希釈した．これをメンブランフィル
ターで濾過し，分析に用いた．
　）スポーツ飲料（表 ）
試料飲料を  塩酸を用いて 
に調整し
た後，原液をメンブランフイルターで濾過，脱気し
た．この原液を		 採取し，超純水で	に希釈
し濾過，脱気したものを分析に用いた．
　）茶飲料（表 ）
試料飲料を  塩酸を用いて 
に調整し
た後，原液をメンブランフィルターで濾過，脱気し
たものを分析に用いた．
　）茶葉浸出液（表 ）
「ほうじ茶」「煎茶」は，茶葉を超純水		
の熱湯で 
分間浸出した．濾紙で濾過後，冷却し，
超純水で		に定容した．
「玉露,」「玉露2」「翠峰茶」は，茶葉	を超
純水	の熱湯で 
分間浸出した．濾紙で濾過後，
冷却し，超純水で	に定容した．
「紅茶 ,」は，茶葉を超純水		の熱湯で

分間浸出した．濾紙で濾過後，冷却し，超純水で
		に定容した．
「紅茶 2」「紅茶 」は，茶葉を	Æに加
熱した超純水		で 
分間浸出した．濾紙で濾過
後，冷却し，超純水で		に定容した．
「烏龍茶 ,」「毛峰茶」・「信陽毛尖」「鉄観音」
「高冷茶」・「凍頂烏龍茶」・「烏龍茶2」は，茶葉
を超純水	の熱湯で 
分間浸出した．濾紙で濾
過後，冷却し，超純水で	に定容した．
茶葉浸出液すべての試料は各  採取し，超純水
で	に希釈した．これをメンブランフィルター
で濾過，脱気したものを分析に用いた．
　）コーヒー浸出液（表 ）
試料コーヒー顆粒
	を超純水		の熱湯で 

分間浸出した濾紙で濾過後冷却し，超純水で		
に定容した． 塩酸を用いて 
に調整し
た後，遠心分離（
	，	!， Æ）し，上清
を濾紙で濾過した後，濾液を		 採取し，超純水
で	に希釈した．
．飲料中のミネラル算出法
試料を測定後，)#クロマトグラムの各ピーク
面積と標準溶液のピーク面積とを比例換算して，ミ
ネラル濃度を算出した．
．ミネラルの実測値と表示値との比較
ミネラルの実測値と表示値との関係について対応
のある 群間の平均値の差の検定 を行った．表
示値が上限および下限値の範囲で記載している場合
は，その上限値と下限値の中央値を平均値とした．
結果および考察
 ．試料飲料のミネラル表示
市販飲料中のミネラル濃度の実測値と容器上に表
示されているミネラル濃度を比較するために，まず
用いた試料の市販飲料にどの程度ミネラル濃度の表
示がされているか調べた．表 に試料飲料の容器に

，，および の濃度が表示されて
いる割合を示した．

 濃度が表示されている割合は，乳飲料，野
菜飲料およびスポーツ飲料で		4であった．乳飲
料においては， および  濃度が表示され
ている割合は，いずれも		4であり，，および

 濃度の表示は見られなかった．スポーツ飲料
表   試料飲料の容器にミネラル濃度が表示されている割合 
市販飲料類のミネラル含有量の実態について 
	
においては，，，および のいず
れにおいても	4以上であった．茶飲料においては

濃度が表示されている割合は4であり，それ
以外の ，および の濃度の表示はほ
とんど見られなかった．
．試料のミネラル濃度
表  に乳飲料中のミネラル濃度の実測値および
表示値を示した．
乳飲料	品目の  濃度の平均実測値は，平均
表示値と比較して有意に低値であった（		）．

 濃度の平均実測値は，平均表示値と比較し
て差がなくほぼ同程度であった．
また，，濃度は，平均実測値がそれぞれ


 	， であった．
表 
に野菜飲料中のミネラル濃度の実測値および
表示値を示した．
野菜飲料	品目の ， および  濃
度は ，平均実測値が それぞ れ ，
 
，	 であった．表示があ
る野菜飲料中，および 濃度は，平均
実測値がそれぞれ ，	
 ，
 であり平均表示値と比較して有意差が
認められなかった．
しかし，試料と試料の濃度の実
測値は表示値と比較して 倍以上であった．一方，
試料 と試料 	の  濃度実測値は表示
値と比較して   倍以下であった．

濃度は，平均実測値が 
	であり
試料によるばらつきが大きかった．表示がある野菜
飲料中の  濃度の平均実測値は
 

であり，平均表示値に比べて有意に低値であった
（		）．
表  にスポーツ飲料中のミネラル濃度の実測値
および表示値を示した．
スポーツ飲料品目の ，， および

濃度は，平均実測値がそれぞれ
	 	，
 
， 
および であ
った．表示があるスポーツ飲料中の  濃度の平
均実測値は
	 	であり，平均表示値と比
較して有意に低値であった（		）．

 濃度の表示があるスポーツ飲料 品目の

濃度は，平均実測値が であり，平
均表示値と比較して有意に高値であった（		）．

および 濃度の平均実測値は，平均表示
値と比較して有意差が認められなかった．
表 に茶飲料中のミネラル濃度の実測値および表
示値を示した．
茶飲料	品目の ，， および 
濃度は ，平均実測値が それぞれ ，
 
	，   および   
 であっ
た．
表示がある茶飲料中の  濃度の平均実測値は
 であり平均表示値と比べて有意に低値
であった（		）．
乳飲料，野菜飲料およびスポーツ飲料中の濃
度はほとんどの試料が		以上であったが，茶
飲料中の  濃度が		以上の試料は存在し
なかった．
茶飲料中の 濃度が		以上の試料は 
濃度が多い順に，試料 
，， ，，
	および 	の 品目であった．一方，茶飲料
中の 濃度が	以下の試料は，試料，
および の 
品目であった．
．茶葉浸出液中のミネラル濃度
表 に茶葉浸出液中のミネラル濃度の実測値を示
した．
茶葉浸出液中の  濃度は，平均実測値が
 であり，表 に示す茶飲料中の 
濃度に比べて低値であった．
．コーヒー浸出液中のミネラル濃度
表 にコーヒー浸出液中のミネラル濃度の実測値
を示した．
コーヒー浸出液では，はいずれの品目でも
ピークが不明確なため表中に +の表記を付して
いる．

， および  濃度は，平均実測値が
それぞれ ， ，	   で
あった．
考 察
本研究では，乳飲料	品目，野菜飲料	品目，ス
ポーツ飲料品目および茶飲料	品目の市販飲料に
ついて ，，および の含有量を
)#を用いて測定し，容器に表示されている値と
比較した．本研究から，茶飲料においては  濃
度が容器に表示されている割合が4であり，それ
以外の ， および の濃度の表示はほ
とんどないことが明らかになった．このことより，
国民が一般に市販されている茶飲料のミネラル含
有量を知り得ることは困難であると考えられた．表
示がある茶飲料中の  濃度の平均実測値は平均
表示値と比べて有意に低値であり（		），
濃度の表示は	品目中 品目でありそのうち 品目
が上限値と下限値で表示されており，市販茶飲料中
の容器上の表示から，正確に  濃度を把握する
ことが困難であった．また，「飲料調査」	による

	 武政睦子・角田佳代・藤井俊子
表  乳飲料中のミネラル濃度の実測値および表示値
市販飲料類のミネラル含有量の実態について 
	
表  野菜飲料中のミネラル濃度の実測値および表示値
と		年で市販の茶飲料の摂取量は平均缶週で
			年と比較して 倍に急激に増加していた．茶飲
料の 濃度は であり，茶葉浸出液の
 と比較してきわめて高値であることが
明らかとなり市販の茶飲料の摂取量増加に伴い
摂取量の増加が推測された．
乳飲料およびスポーツ飲料においては  濃度
の表示はいずれも		4であったが，実測値が表示
値に比較して有意に低値であることが認められた
（		，		）．スポーツ飲料中の濃度は，
	と品目によるばらつきが大きかった．

 濃度が		以上のスポーツ飲料は 品目
あり，濃度が		の場合 本（		）あ
たりのスポーツ飲料には が		含まれてお
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表  スポーツ飲料中のミネラル濃度の実測値および表示値
り約	の食塩含有量と同値となる．平成年国民
健康・栄養調査  によると国民 人当たり 日の
アルコールを除く嗜好飲料の摂取量はであ
る．国民 人当たり 日の具体的な嗜好飲料の摂取
量は明らかではないが，「健康日本」では食塩の
摂取量の減少を目標としているため，市販飲料中の
食塩相当量つまり  濃度を明確に表示すること
は重要であると考えられた．
「健康日本」では についても摂取量の増加
目標を掲げている．市販野菜飲料中の  濃度の
平均実測値は 
であり，市販野菜飲
料 パック
	あたりには平均の が
含まれていることになる．「日本人の食事摂取基準
（		年）」 によると 日あたり成人男性の目安量
は			，成人女性の目安量は		であり，野
菜飲料 パック
	を摂取することにより 日の
カリウム摂取目安量の約   
が摂取可能と考えら
れた．
一方， 濃度は，実測値が表示値と比較し
て野菜飲料で有意に低値であり，スポーツ飲料で
有意に高値であった． 濃度は，野菜飲料が

，スポーツ飲料が	とい
ずれも品目によるばらつきが大きく，市販飲料の種
類だけでなく品目により大きく異なることが明らか
となった．
次に，茶葉品目およびコーヒー豆 品目の浸出
液について ，，および の含有量
を )#を用いて測定し，五訂日本食品成分表 
と比較した．煎茶浸出液中の，，およ
び 濃度は五訂日本食品成分表の値と比較する
と低値であった．これは，五訂日本食品成分表で用
いた煎茶浸出液の茶葉と湯の量および浸出時間の違
市販飲料類のミネラル含有量の実態について 

表  茶飲料中のミネラル濃度の実測値および表示値
いによるためではないかと考えられた．国民健康・
栄養調査   および栄養プランおよび栄養アセスメ
ント  の際には五訂日本食品成分表を使用してい
るが，これを使用する際には，茶葉の種類だけでな
く茶葉と湯の量および浸出時間にも考慮することが
重要である．
コーヒー浸出液中のはいずれの品目でもピー
クが不明確であった．しかし，同一試料のキャピラ
リー電気泳動法による測定値は    であっ
たため，この点については今後検討する必要がある
と思われた．
コーヒー浸出液中のミネラル濃度は，コー
ヒー豆の種類による差が少ないことが明らかとなっ
た．五訂日本食品成分表 と比較すると，濃
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表 	 茶葉浸出液中のミネラル濃度の実測値
度の平均実測値は高値であった．また，コーヒー浸
出液中の 濃度の平均実測値は，茶葉浸出液の

 濃度の平均実測値に比べて約 倍であること
が明らかとなった．
以上より，市販飲料類のミネラル濃度は，容器上
の表示や五訂日本食品成分表の値とはかなり差が認
められることが明らかとなり，市販飲料類中のミネ
ラル含有量を実測することは重要であると思われた．
結 論
市販飲料ではナトリウム以外のミネラル表示が法
制化されていない．食品中のナトリウム摂取過剰や
カルシウム摂取不足が健康管理上問題となってお
り，近年消費が急増している市販飲料の ，，

および  濃度について実態を知る必要が
あるので )#を用いて測定した．
その結果， これらのミネラルイオン濃度は，い
ずれの試料においても濃度差が大きいことが認めら
れた．したがって，栄養プランおよび栄養アセスメ
ントに際して，五訂日本食品成分表の値とはかなり
差が認められる市販飲料があることを認識して対応
する必要があると考えられた． 実測値と表示値の
差についてみると， 濃度では乳飲料，スポー
ツ飲料および茶飲料で実測値が表示値に比較して有
意に低値であることが認められた．濃度では，
実測値が表示値に比較して野菜飲料で有意に低値で
あり，スポーツ飲料で有意に高値であった．その他
のミネラルイオン濃度では実測値と表示値の間に
市販飲料類のミネラル含有量の実態について 


表 
 コーヒー浸出液中のミネラル濃度の実測値
は大きな差が認められなかった． 
お茶の食塩（ナ
トリウム）含有量は少ないと知られているが，
濃度について茶飲料は ，茶葉浸出液は
 であり，市販の茶飲料中の濃度は，
家庭で入れる茶葉浸出液中に比較してきわめて高値
であった．
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